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論文内 容の要 1::. 日
本論文は筆者が大阪大学院工学研究科(通信工学専攻)の学生として，尼崎研究窒で行なった論理
問附の検査に関する研究をまとめたものである。
論文全体は 5 章より成り立っている。第 1 章序論では本研究の目的を述べるとともに，本研究に関
迎した諸研究について概説し，本研究の立場を明らかにしている。第 2 章では組合わせ論理回路網の
非透次的故障診断法について述べ，第 3 章では一般の逐次的故障検出および診断について述べてい






























































(1) 第 2 章に述べられている内容に関連する従来の研究としては， Poage ゃ Roth らの研究がある白






何J中.な形 lこ保ちつつ入力試験の数を最小にする比較的簡単な手順を得ている。乙れは第 4 章で述べら
れているパッケージ試験装置の設計に利用されており，さらに故障診断のプログラムのアルゴリズム
としても利用しうるものである。






(3) 第 4 章の内容に関連する研究としては，従来特に見るべきものはない。しかし，各製造会社にお
いては，たとえば，パッケージ試験装置のようなものは， 適宜製作し使用している。本文において
は，このような試験が理論的にどこまで可能であるかを考察したものであって，各社の試験装置の製
作に一つの指針を与えるものであるということができる D
以上のように，本論文ば通信工学ならびに電子工学の発展に寄与する点が多いので博士論文として
価値あるものと認める。
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